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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衣料品を着用した人物の画像を選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択した画像内の人物が着用中の衣料品に変えて試着する衣料
品データを選択するデータ選択手段と、
　前記着用中の衣料品の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品データの丈よりも
長いか否かを判断する判断手段と、
　前記着用中の衣料品の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品データの丈よりも
長いと判断した場合、前記データ選択手段により選択した衣料品データおよび当該衣料品
データから露出する人物の肌画像を含む画像を生成する生成手段と、
　前記画像選択手段により選択した画像内の人物に、前記生成した画像を重ね合わせた合
成画像を表示する表示手段と、
　を備えたことを特徴とする試着システム。
【請求項２】
　前記画像選択手段により選択した画像内の人物の特徴を判別する判別手段をさらに備え
、
　前記生成手段は、前記判別した人物の特徴に応じた前記肌画像を含む画像を生成するこ
とを特徴とする請求項１に記載の試着システム。
【請求項３】
　前記判別手段は、前記画像選択手段により選択した画像内の人物の色を判別し、
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　前記生成手段は、前記判別した肌の色の前記肌画像を含む画像を生成することを特徴と
する請求項２に記載の試着システム。
【請求項４】
　前記判別手段は、前記画像選択手段により選択した画像内の人物の体型を判別し、
　前記生成手段は、前記判別した体型に応じた前記肌画像を含む画像を生成することを特
徴とする請求項２または３に記載の試着システム。
【請求項５】
　前記判別手段は、前記選択した画像内の人物が着用している衣料品を判別し、
　前記生成手段は、前記判別した衣料品に応じた前記肌画像を含む画像を生成することを
特徴とする請求項２から４のいずれか一に記載の試着システム。
【請求項６】
　コンピュータを、
　衣料品を着用した人物の画像を選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択した画像内の人物が着用中の衣料品に変えて試着する衣料
品データを選択するデータ選択手段と、
　前記着用中の衣料品の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品データの丈よりも
長いか否かを判断する判断手段と、
　前記着用中の衣料品の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品データの丈よりも
長いと判断した場合、前記データ選択手段により選択した衣料品データおよび当該衣料品
データから露出する人物の肌画像を含む画像を生成する生成手段と、
　前記画像選択手段により選択した画像内の人物に、前記生成した画像を重ね合わせた合
成画像を表示する表示手段と、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、試着システムおよびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、店舗内の試着室などで衣料品を試着している状態をカメラで撮影し、情報端末等
で、撮影した画像に購入を検討している衣料品を重ね合わせた合成画像を表示する技術が
開示されている（特許文献１）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、従来技術においては、情報端末等では、カメラで撮影した画像に含まれる人
物が着用している衣料品の丈と購入を検討している衣料品の丈との違いに関わらず、撮影
した画像に対して、購入を検討している衣料品を重ね合わせた合成画像を表示している。
そのため、従来技術においては、カメラで撮影した画像に含まれる人物がズボンなど丈の
長い衣料品を着用している場合、撮影した画像に対して、スカートなど丈の短い衣料品を
重ね合わせた合成画像を表示すると、スカートから露出する肌の部分が合成画像に含まれ
ず、購入を検討している衣料品を実際に着用したイメージが捉え難い、という課題がある
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　実施形態の試着システムは、画像選択手段と、データ選択手段と、判断手段と、生成手
段と、表示手段と、を備える。前記画像選択手段は、衣料品を着用した人物の画像を選択
する。前記データ選択手段は、前記画像選択手段により選択した画像内の人物が着用中の
衣料品に変えて試着する衣料品データを選択する。前記判断手段は、前記着用中の衣料品
の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品データの丈よりも長いか否かを判断する
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。前記生成手段は、前記着用中の衣料品の丈が前記データ選択手段により選択した衣料品
データの丈よりも長いと判断した場合、前記データ選択手段により選択した衣料品データ
および当該衣料品データから露出する人物の肌画像を含む画像を生成する。前記表示手段
は、前記画像選択手段により選択した画像内の人物に、前記生成した画像を重ね合わせた
合成画像を表示する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、本実施形態にかかる業務支援システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、試着室端末が設置されている試着室を示す斜視図である。
【図３】図３は、試着室端末のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図４】図４は、ハンディーターミナルの構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、商品ファイルのデータ構成を示す図である。
【図６】図６は、在庫ファイルのデータ構成を示す図である。
【図７】図７は、画像ファイルのデータ構成を示す図である。
【図８】図８は、衣料品画像の構成を概略的に示す模式図である。
【図９】図９は、顧客ファイルのデータ構成を示す図である。
【図１０】図１０は、合成画像の表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、ハンディーターミナルにおける各種処理の実行を操作するための操
作画面の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、静止画を他の静止画よりも大きい静止画に変倍して操作画面の略中
央に配置する処理を説明するための図である。
【図１３】図１３は、静止画を他の静止画よりも大きい静止画に変倍して操作画面の略中
央に配置する処理を説明するための図である。
【図１４】図１４は、静止画に含まれる人物が着用している衣料品に変えて着用する衣料
品を選択する操作画面の一例を示す図である。
【図１５】図１５は、静止画に含まれる人物が着用している衣料品に変えて着用する衣料
品を選択する操作画面の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、静止画に含まれる人物が着用している衣料品に変えて着用する衣料
品を選択する操作画面の一例を示す図である。
【図１７】図１７は、衣料品の登録処理を実行するための操作ボタンが表示された操作画
面の一例を示す図である。
【図１８】図１８は、衣料品の登録処理の実行後に表示される操作画面の一例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本実施形態では、衣料品店の店舗に導入されている業務支援システムを構成する試着シ
ステムへの適用例である。図１は、本実施形態にかかる業務支援システムの構成を示すブ
ロック図である。業務支援システム１１が導入されている店舗は、衣料品店であるため商
品としての衣料品３１（図２参照）が多数陳列されている。
【０００７】
　本実施形態では、業務支援システム１１は、有線または無線の通信回線（例えば、イン
ターネット等）１５等を介して相互に電気的に接続されたコンピュータ３０１や、ＰＯＳ
（Point　Of　Sale）端末５０１、試着室端末１０１、クライアント端末４０１、ハンデ
ィーターミナル６０１等を備えている。
【０００８】
　この業務支援システム１１では、１つまたは複数のコンピュータ３０１が、所定のサー
ビスを提供するサーバとして機能することができる。この業務支援システム１１では、例
えばＳａａＳ(Software　as　a　Service)の形態で、サービスが提供されうる。
【０００９】
　ＰＯＳ端末５０１は、店舗の出口付近に設けられたレジカウンタ（図示せず）に設置さ
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れている。ＰＯＳ端末５０１は、衣料品３１毎に固有の商品ＩＤを読み取って出力するス
キャナ５０２を備えている。商品ＩＤは、衣料品３１（図２参照）に付されているタグ４
１（図２参照）に、バーコードや２次元コード等のコードシンボルの形態で印刷されてい
る。そして、ＰＯＳ端末５０１は、読み取られた情報に基づいて、商品販売データ処理を
実行する。
【００１０】
　このようなＰＯＳ端末５０１には、通信回線１５を介して、コンピュータ３０１、クラ
イアント端末４０１、試着室端末１０１、およびハンディーターミナル６０１が接続され
ている。
【００１１】
　コンピュータ３０１には、ストレージデバイスとしてＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）等
の記憶装置が内蔵され、この記憶装置には各種ファイルが記憶されている。
【００１２】
　クライアント端末４０１は、業務支援システム１１が導入された店舗を利用する顧客の
家に設置されている。クライアント端末４０１は、開閉自在の筐体を有するいわゆるノー
トパソコンであり、情報を表示するＬＣＤ（Liquid　Crystal　Display）４０２と、情報
を入力するためのキーボード４０３と、ＬＣＤ４０２の画面上に表示されるマウスポイン
タを移動させるためのトラックパッド（図示せず）とを備えている。なお、クライアント
端末４０１のその他の構成は、一般的なノートパソコンの構成と変わるところがないため
、説明を省略する。
【００１３】
　試着室端末１０１は、顧客が商品である衣料品３１（図２参照）を試着する際に使用す
る試着室２１に設置されている。顧客は、試着室２１で試着してから衣料品３１（図２参
照）の購入を検討する。
【００１４】
　図２は、試着室端末が設置されている試着室を示す斜視図である。試着室２１は、図２
に示すように、上面と正面の一部とが開口した直方体形状を有している。試着室２１の正
面の開口部分は、顧客が出入するための出入口２２となっている。出入口２２には、布製
のカーテン２３が図示しないカーテンレールによって開閉自在に取り付けられている。な
お、試着室２１の出入口２２は、カーテン２３の代わりに、例えばスライド開閉自在な扉
が設けられていても良い。図２では、カーテン２３を開いた状態の試着室２１を示してい
るため、試着室２１の中を視認できる。試着室２１の中の背面側の壁には、衣料品３１を
試着した顧客の動画像の表示や、商品の登録を行う試着室端末１０１が取り付けられてい
る。また、試着室端末１０１の上方位置には、蛍光灯である照明２５が取り付けられてい
る。
【００１５】
　図２に示すように、試着室端末１０１は、厚みのある平板状のハウジング１０２を備え
ている。このハウジング１０２には、表示部としてのＬＣＤ１０３、試着室２１に入って
衣料品３１を試着する顧客（人物）の動画像または静止画を撮影するカメラ１０４、およ
び試着室２１に入った顧客が音声を入力するためのマイク１０５（図３参照）が取り付け
られている。
【００１６】
　さらに、試着室端末１０１には、コンピュータ３０１やハンディーターミナル６０１等
とデータ通信を実行するための通信インタフェース１６２（図３参照）が内蔵されている
。なお、本実施形態では、ＣＰＵ１５１（図３参照）は、カメラ１０４により撮影された
静止画に、後述するスキャナ１８１により読み取った商品ＩＤ（静止画に含まれる顧客が
試着した衣料品３１の商品ＩＤ）や、静止画を撮影した日時情報や、静止画の名称などを
付加して、通信インタフェース１６２（図３参照）を介して、ハンディーターミナル６０
１に送信するものとする。これにより、顧客は、ハンディーターミナル６０１において、
衣料品３１を試着した顧客の静止画を確認することができる。
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【００１７】
　また、試着室端末１０１の下方位置には、タグ４１に印刷されたバーコード４２から商
品ＩＤを読み取るスキャナ１８１が取り付けられている。スキャナ１８１は、試着室端末
１０１との間でデータ通信可能に有線接続されている。スキャナ１８１は、タグ４１に印
刷されたバーコード４２から商品ＩＤのデータを読み取って出力する。こうして出力され
た商品ＩＤのデータは、試着室端末１０１のＣＰＵ１５１（図３参照）に入力される。
【００１８】
　また、図２に示すように、試着室２１の背面には、細長い円柱状のポール１９１が立設
されている。ポール１９１の先端部には、青色と赤色と緑色とを選択的に発光可能な報知
部としての発光部１９２が設けられている。発光部１９２は、ポール１９１を通る図示し
ないケーブルによって試着室端末１０１と接続されており、試着室端末１０１のＣＰＵ１
５１（図３参照）によって動作制御を受ける。なお、ＣＰＵ１５１による動作制御を受け
ていない状態では、発光部１９２は発光動作をしていない。
【００１９】
　また、図２に示すように、試着室２１の出入口２２の一方の側部には、出入口２２を通
過する顧客を検出する人感センサとして赤外線センサ１７１が取り付けられている。この
赤外線センサ１７１は、いわゆる焦電型赤外線センサである。つまり、赤外線センサ１７
１は、出入口２２を通過する顧客の人体が発する赤外線を受光し、受光した赤外線を熱変
換し、その熱を素子の焦電効果で電荷に変えて出力する。このような赤外線センサ１７１
は、試着室端末１０１と図示しないケーブルによって接続されており、赤外線センサ１７
１の出力は、試着室端末１０１のＣＰＵ１５１（図３参照）へと入力される。
【００２０】
　図３は、試着室端末のハードウェア構成を示すブロック図である。試着室端末１０１は
、各種演算処理を実行し各部を制御する情報処理部としてのＣＰＵ１５１を備えている。
ＣＰＵ１５１には、コンピュータプログラム等の固定データを固定的に記憶保存するＲＯ
Ｍ１５２と、可変データを書き換え自在に記憶してワークエリアとして使用されるＲＡＭ
１５３と、試着室端末１０１の電源を落としてもデータ内容を保持する不揮発性メモリで
あるフラッシュメモリ１５４とがバス接続されている。
【００２１】
　ＣＰＵ１５１には、前述したＬＣＤ１０３、カメラ１０４、マイク１０５、通信インタ
フェース１６２、赤外線センサ１７１、スキャナ１８１、および発光部１９２が、いずれ
も各種の入出力回路を介して接続され、ＣＰＵ１５１によって動作制御される。
【００２２】
　なお、本実施形態では、試着室端末１０１は、顧客からの操作を受け付けるためのタッ
チパネルや操作キーなどのハードウェアを備えておらず、ＣＰＵ１５１が、カメラ１０４
により撮像された動画像内の顧客のジェスチャによる操作またはマイク１０５から入力さ
れた音声による操作を受け付けるものとする。なお、ジェスチャまたは音声による操作を
受け付ける方法については、各種の公知手法を用いて実行するものとし、ここでは説明を
省略する。
【００２３】
　フラッシュメモリ１５４には、各種コンピュータプログラムおよび各種ファイルが記憶
されている。このようなフラッシュメモリ１５４に記憶されている各種コンピュータプロ
グラムおよび各種ファイルは、試着室端末１０１の起動時に、その全部または一部がＲＡ
Ｍ１５３にコピーされて使用される。
【００２４】
　そして、試着室端末１０１のＣＰＵ１５１は、コンピュータプログラムに従って実行す
る処理中に各種のファイルにデータアクセスする。アクセスされるファイルは、コンピュ
ータ３０１のＨＤＤ（図示せず）に格納されているファイルである。
【００２５】
　図１に戻り、ハンディーターミナル６０１は、店舗に来店した顧客に貸し出され、顧客
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により操作される携帯端末であり、顧客が自ら商品の登録を行うためのものである。図４
は、ハンディーターミナルの構成を示すブロック図である。ハンディーターミナル６０１
は、図４に示すように、スキャナ６０２、操作部６０３、表示部６０４、通信インタフェ
ース６０５、記憶部６０６、および制御部６０７を備えている。
【００２６】
　スキャナ６０２は、衣料品３１に付されているタグ４１に印刷されたバーコード４２か
ら商品ＩＤを読み取る。操作部６０３は、各種キーやタッチパネル等の入力デバイスを有
し、この入力デバイスの操作に応じた操作信号を制御部６０７に通知する。通信インタフ
ェース６０５は、中継装置１２を介してコンピュータ３０１と接続し、装置間で行われる
データ通信を制御する。本実施形態では、通信インタフェース６０５は、試着室端末１０
１から、当該試着室端末１０１のカメラ１０４により撮影された静止画を受信する。表示
部６０４は、ＬＣＤ等の表示デバイスを有し、制御部６０７の制御に従い文字や図形、通
信インタフェース６０５により受信した静止画等を、表示デバイスに表示するものである
。
【００２７】
　記憶部６０６は、例えばＨＤＤやＳＳＤ（Solid　State　Drive）、フラッシュメモリ
等であって、制御部６０７が実行する各種プログラムや設定情報を予め記憶する。また、
記憶部６０６は、通信インタフェース６０５により試着室端末１０１から受信された静止
画を記憶する。
【００２８】
　制御部６０７は、ＣＰＵ、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）、ＲＡＭ（Random　Access　
Memory）等で構成され、記憶部６０６に記憶された所定のプログラムを実行することでハ
ンディーターミナル６０１の各部の動作を統括的に制御する。また、制御部６０７は、記
憶部６０６に記憶される所定のプログラムに従って実行する処理中に各種のファイルにデ
ータアクセスする。アクセスされるファイルは、コンピュータ３０１のＨＤＤ（図示せず
）に格納されているファイルである。つまり、コンピュータ３０１は、中継装置１２を介
してハンディーターミナル６０１に接続されている。そのため、これらのファイルは、制
御部６０７によってデータアクセス可能となっている。
【００２９】
　ここで、図５～９を用いて、コンピュータ３０１のＨＤＤ（図示せず）に格納されてい
る各種のファイル（商品ファイルＦ１、在庫ファイルＦ２、顧客ファイルＦ４、画像ファ
イルＦ３等）について説明する。
【００３０】
　図５は、商品ファイルのデータ構成を示す図である。商品ファイルＦ１は、商品（衣料
品３１）を特定する商品ＩＤに対応付けて、商品名と、単価と、当該商品ＩＤにより特定
される商品と組み合わせて着用可能な商品のうちおすすめコーディネート商品の商品ＩＤ
と、を記憶するファイルである。本実施形態では、商品ＩＤは、８桁の数字で表され、例
えば、三つボタンジャケットを特定する商品ＩＤは、「１２３４××××」である。「１
２３４××××」における下四桁「××××」は任意の数字である。そのため、例えば、
「１２３４５６７８」と「１２３４１２３４」とは、いずれも三つボタンジャケットを示
す商品ＩＤである。商品ファイルＦ１は、ハンディーターミナル６０１による合成画像の
表示処理の実行中にデータアクセスされて、商品名や単価が読み出される。
【００３１】
　なお、商品ファイルＦ１は、ＰＯＳ端末５０１による商品販売データ処理の実行中にも
データアクセスされて、商品名と単価とが読み出される。つまり、商品販売データ処理は
、スキャナ５０２によって読み取られた商品ＩＤに基づいて、商品ファイルＦ１から対応
する商品名および単価のデータを読み出し、読み出した単価に基づいて決済金額を算出す
る処理である。
【００３２】
　図６は、在庫ファイルのデータ構成を示す図である。在庫ファイルＦ２は、店舗に陳列
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されている商品（衣料品３１）について、商品名および在庫数を書き換え自在に記憶する
ファイルである。
【００３３】
　また、在庫ファイルＦ２には、店舗にある全ての在庫についての商品ＩＤに対応付けて
、商品ＩＤによって特定される個別の商品についての属性情報である色やサイズや丈が記
憶されている。
【００３４】
　さらに、在庫ファイルＦ２には、商品ＩＤに対応付けて場所が記憶されている。場所に
は、店舗におけるその商品の陳列場所が所定の場所記号（Ａ－１－ａ、Ｂ－２－ｃ等）で
記憶される。場所記号は陳列場所毎に割り当てられている。なお、その商品が店舗に陳列
されておらず倉庫にある場合に、場所には「倉庫」という情報が記憶される。
【００３５】
　例えば、図６に示すように、三つボタンジャケットについては、在庫数＝９である。そ
して、この９つの在庫中、商品ＩＤ＝１２３４５６７８によって特定される三つボタンジ
ャケットは、色＝ダークブラウン、サイズ＝Ｍ、場所＝Ａ－１－ａ、丈＝７０ｃｍである
。
【００３６】
　図７は、画像ファイルのデータ構成を示す図である。画像ファイルＦ３は、図７に示す
ように、商品ＩＤに対応付けて、商品ＩＤにより特定される衣料品３１および当該衣料品
３１から露出する顧客の肌画像を含む画像（以下、衣料品画像とする）を記憶する。図８
は、衣料品画像の構成を概略的に示す模式図である。本実施形態では、衣料品画像８００
は、図８に示すように、衣料品３１の画像が配置された衣料品画像レイヤ８０１と、顧客
が衣料品３１を着用した場合に当該衣料品３１から露出する肌画像が配置された肌画像レ
イヤ８０２と、の２層構成となっている。
【００３７】
　また、本実施形態では、画像ファイルＦ３は、衣料品３１を複数の向きに向かせた場合
の衣料品３１の衣料品画像を、衣料品３１を向かせた向きを付加して記憶する。なお、衣
料品画像は、バーチャルな３Ｄ画像であっても良いし、２Ｄ画像であっても良い。
【００３８】
　図９は、顧客ファイルのデータ構成を示す図である。顧客ファイルＦ４は、図９に示す
ように、顧客を特定する顧客ＩＤと対応付けて、顧客の氏名、顧客が着用する商品のサイ
ズ、購入済み商品の商品ＩＤ、および登録済み商品の商品ＩＤを記憶する。ここで、購入
済み商品の商品ＩＤは、ＰＯＳ端末５０１において商品販売データ処理を行った商品の商
品ＩＤである。また、登録済み商品の商品ＩＤとは、ハンディーターミナル６０１におい
て登録された商品の商品ＩＤである。
【００３９】
　このような構成において、ハンディーターミナル６０１を操作する顧客は、試着した衣
料品３１に変えて着用する他の衣料品３１の衣料品画像を、衣料品３１を試着した際に撮
影した静止画に重ね合わせた合成画像を表示部６０４に表示する。これにより、顧客は、
表示部６０４に表示した合成画像を見ながら、試着した衣料品３１を購入するか若しくは
他の衣料品３１を購入するか否かを検討することができる。以下に、ハンディーターミナ
ル６０１で実行される商品登録処理について説明する。
【００４０】
　図１０は、合成画像の表示処理の流れを示すフローチャートである。記憶部６０６に記
憶されているコンピュータプログラムには、合成画像の表示処理用のプログラムが含まれ
ている。この合成画像の表示処理用のプログラムは、その起動時に制御部６０７のＲＡＭ
にコピーされて使用される。図１０に示すフローチャートの処理は、制御部６０７のＲＡ
Ｍにコピーされた合成画像の表示処理用のプログラムに従い制御部６０７が実行する処理
内容を示している。
【００４１】
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　顧客が操作部６０３から自身の顧客ＩＤやパスワードなどを入力してログインすると、
制御部６０７は、通信インタフェース６０５を介して試着室端末１０１から受信した静止
画を記憶部６０６に記憶させるとともに、ハンディーターミナル６０１において商品の登
録や合成画像の表示処理など各種処理の実行を操作するための操作画面を表示部６０４に
表示する。
【００４２】
　図１１は、ハンディーターミナルにおける各種処理の実行を操作するための操作画面の
一例を示す図である。本実施形態では、制御部６０７は、ハンディーターミナル６０１に
おいて実行可能な処理のメニュー１１０１や、ハンディーターミナル６０１を使用する顧
客名１１０４や、ハンディーターミナル６０１を使用する顧客が衣料品３１の購入により
獲得したポイント情報１１０５や、日時情報１１０６や、ハンディーターミナル６０１が
受信する電波の強さを表すアンテナ表示１１０７や、試着した衣料品３１に変えて着用す
る衣料品３１の衣料品画像の表示を要求するための操作ボタン１１０２などを含む操作画
面１１００を表示部６０４に表示する。
【００４３】
　操作画面１１００が表示されると、制御部６０７は、操作画面１１００に含まれるメニ
ュー１１０１の中から、メニュー１１０１：「購入検討」がタッチされて、合成画像の表
示処理が要求されるのを待つ（ステップＳ１００１）。
【００４４】
　制御部６０７は、合成画像の表示処理が要求されると（ステップＳ１００１：Ｙｅｓ）
、まず、図１１に示すように、記憶部６０６に記憶されている静止画の表示要求などのプ
ルダウンメニュー１１０３を含む操作画面１１００を表示部６０４に表示して、静止画の
表示要求を待つ（ステップＳ１００２）。その後、プルダウンメニュー１１０３：「試着
写真」がタッチされて、記憶部６０６に記憶されている静止画の表示要求が行われると（
ステップＳ１００２：Ｙｅｓ）、制御部６０７は、図１１に示すように、記憶部６０６に
記憶した静止画１１０９，１１１２を含む操作画面１１００を表示部６０４に表示する（
ステップＳ１００３）。
【００４５】
　本実施形態では、制御部６０７は、図１１に示すように、静止画１１０９，１１１２に
加えて、静止画１１０９，１１１２に付加された日時情報１１１０または名称１１１１、
を含む操作画面１１００を表示部６０４に表示する。また、制御部６０７は、商品ファイ
ルＦ１および在庫ファイルＦ２から、操作画面１１００の略中央に配置された静止画１１
１２に付加された商品ＩＤと対応付けられた商品名や単価やサイズを読み出す。そして、
制御部６０７は、図１１に示すように、読み出した商品名や単価やサイズを含む吹出し１
１０８を静止画１１１２に付加する。さらに、制御部６０７は、静止画１１１２に付加さ
れた商品ＩＤが、顧客ファイルＦ４において、ログインの際に入力された顧客ＩＤと対応
付けられた購入済み商品の商品ＩＤと一致した場合、図１１に示すように、購入済みであ
る旨のメッセージを吹出し１１０８内に含める。
【００４６】
　また、本実施形態では、制御部６０７は、記憶部６０６に記憶された全ての静止画を操
作画面１１００内に表示することができなかった場合、図１１に示すように、記憶部６０
６に記憶された他の静止画にスクロールさせるためのスクロールボタン１１１５を操作画
面１１００に含める。また、本実施形態では、制御部６０７は、操作画面１１００の略中
央に配置された静止画１１１２を３６０度回転させるための回転ボタン１１１３，１１１
４を操作画面１１００に含める。ただし、３６０度全ての向きに顧客を向かせた静止画１
１１２を表示するためには、試着室端末１０１から、３６０度全ての向きに顧客を向かせ
て撮影した静止画１１１２を受信する必要がある。そして、制御部６０７は、回転ボタン
１１１３，１１１４により指示された向きの静止画１１１２を記憶部６０６から読み出し
て、読み出した静止画１１１２を操作画面１１００に含めるものとする。
【００４７】
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　さらに、本実施形態では、操作画面１１００に含まれる静止画１１０９のうち、操作部
６０３によりフリックされかつ操作画面１１００の略中央に移動された静止画１１０９を
、他の静止画１１０９よりも大きい静止画１１１２に変倍して、操作画面１１００の略中
央に配置するものとする。
【００４８】
　図１２および図１３は、静止画を他の静止画よりも大きい静止画に変倍して操作画面の
略中央に配置する処理を説明するための図である。例えば、図１１に示す操作画面１１０
０において、右端に配置された静止画１１０９がフリックされると、制御部６０７は、フ
リックされた静止画１１０９の縁や当該静止画１１０９の上に配置された名称１１１１の
縁の色を変えて強調表示する。その後、フリックされた静止画１１０９が操作画面１１０
０の略中央に移動された場合、制御部６０７は、図１２に示すように、当該フリックされ
た静止画１１０９を、他の静止画１１０９よりも大きい静止画１１１２に拡大する。そし
て、フリックされた静止画１１１２の移動が停止すると、制御部６０７は、図１３に示す
ように、静止画１１１２に吹出し１１０８を付加する。
【００４９】
　図１０に戻り、制御部６０７（画像選択部）は、操作画面１１００の略中央に配置され
た静止画１１１２を、衣料品３１を着用した人物の画像として選択する（ステップＳ１０
０４）。なお、本実施形態では、静止画１１１２を、衣料品を着用した人物の画像として
選択しているが、これに限定するものではなく、衣料品３１を試着する人物の動画像を、
衣料品３１を着用した人物の画像として選択しても良い。さらに、制御部６０７（データ
選択部）は、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１に変えて着用する
衣料品３１（衣料品データ）を選択する（ステップＳ１００５）。
【００５０】
　図１４～１６は、静止画に含まれる人物が着用している衣料品に変えて着用する衣料品
を選択する操作画面の一例を示す図である。例えば、図１１に示す操作画面１１００にお
いて、操作ボタン１１０２：「買物カゴ」がタッチされると、制御部６０７は、顧客ファ
イルＦ４から、ログインの際に入力された顧客ＩＤと対応付けられた登録済み商品の商品
ＩＤを読み出す。次いで、制御部６０７は、画像ファイルＦ３から、読み出した商品ＩＤ
と対応付けられた衣料品画像８００を構成する衣料品画像レイヤ８０１を全て読み出す。
そして、制御部６０７は、図１４に示すように、読み出した衣料品画像レイヤ８０１の一
覧を含む操作画面１４００を表示部６０４に表示する。なお、本実施形態では、画像ファ
イルＦ３から読み出した全ての衣料品画像レイヤ８０１が操作画面１４００内に表示し切
れなかった場合には、制御部６０７は、操作画面１４００内に表示されていない衣料品画
像レイヤ８０１にスクロールさせるスクロールボタン１４０３を表示する。
【００５１】
　さらに、本実施形態では、制御部６０７は、操作画面１４００に衣料品画像レイヤ８０
１を表示する衣料品３１の種類（例えば、ボトムスやトップスなど）を選択するための選
択ボタン１４０１を操作画面１４００に含める。例えば、操作画面１４００において、ボ
トムスを選択する選択ボタン１４０１がタッチされると、制御部６０７は、図１５に示す
ように、画像ファイルＦ３から読み出した衣料品画像レイヤ８０１のうち、ボトムスの衣
料品画像レイヤ８０１を抽出し、抽出した衣料品画像レイヤ８０１を操作画面１４００に
含める。
【００５２】
　次いで、操作画面１４００に含めた衣料品画像レイヤ８０１のいずれかがタッチされる
と、制御部６０７は、図１６に示すように、タッチされた衣料品画像レイヤ８０１の縁の
色を変えて強調表示する。さらに、制御部６０７は、タッチされた衣料品画像レイヤ８０
１が静止画１１１２の上に移動されると、画像ファイルＦ３において、静止画１１１２の
上に移動された衣料品画像レイヤ８０１が対応付けられた商品ＩＤにより特定される衣料
品３１を、静止画１１１２に含まれる顧客が着用している衣料品３１に変えて着用する衣
料品３１として選択する。
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【００５３】
　図１０に戻り、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１に変えて着用
する衣料品３１が選択されると、制御部６０７（判断部）は、静止画１１１２に含まれる
人物が着用している衣料品３１の丈が、選択された衣料品３１の丈よりも長いか否かを判
断する（ステップＳ１００６）。本実施形態では、制御部６０７は、静止画１１１２に付
加された商品ＩＤおよび選択された衣料品３１の商品ＩＤを利用して、在庫ファイルＦ２
から、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１の丈および選択された衣
料品３１の丈を読み出し、読み出した丈を比較することにより、静止画１１１２に含まれ
る人物が着用している衣料品３１の丈が、選択された衣料品３１の丈よりも長いか否かを
判断する。
【００５４】
　そして、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１の丈が、選択された
衣料品３１の丈よりも長いと判断した場合（ステップＳ１００６：Ｙｅｓ）、制御部６０
７（生成部）は、選択された衣料品３１と当該衣料品３１から露出する顧客の肌画像とを
含む衣料品画像を生成する（ステップＳ１００７）。本実施形態では、静止画１１１２に
含まれる人物が着用している衣料品３１の丈が、選択された衣料品３１の丈よりも長いと
判断した場合、制御部６０７は、画像ファイルＦ３から、選択した衣料品３１の商品ＩＤ
と対応付けられ、衣料品画像レイヤ８０１と肌画像レイヤ８０２の２層構成となっている
衣料品画像を読み出す。
【００５５】
　一方、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１の丈が、選択された衣
料品３１の丈以下であると判断した場合（ステップＳ１００６：Ｎｏ）、制御部６０７（
生成部）は、選択された衣料品３１を含む衣料品画像を生成する（ステップＳ１００８）
。本実施形態では、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１の丈が、選
択された衣料品３１の丈以下であると判断した場合、制御部６０７は、画像ファイルＦ３
から、選択された衣料品３１の商品ＩＤと対応付けられ、衣料品画像レイヤ８０１の１層
構成となっている衣料品画像を読み出す。
【００５６】
　なお、制御部６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客（人物）の特徴を判別し、判
別した特徴に応じた肌画像を含む衣料品画像を生成することも可能である。具体的には、
制御部６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客の肌の色を判別し、判別した肌の色の
肌画像を含む衣料品画像を生成しても良い。本実施形態では、制御部６０７は、肌画像レ
イヤ８０２に配置された肌画像の色を、判別した肌の色に変更した衣料品画像を生成する
。
【００５７】
　また、制御部６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客の体型を判別し、判別した体
型の肌画像を含む衣料品画像を生成しても良い。本実施形態では、制御部６０７は、判別
した体型（例えば、首や腕や足の太さなど）が予め設定された体型よりも大きいか否かを
判断する。そして、制御部６０７は、判別した体型が予め設定された体型よりも大きいと
判断した場合には、肌画像レイヤ８０２に配置された肌画像（例えば、首や腕や足など肌
画像）を大きくした衣料品画像を生成し、判別した体型が予め設定された体型よりも小さ
いと判断した場合には、肌画像レイヤ８０２に配置された肌画像を小さくした衣料品画像
を生成する。
【００５８】
　さらに、制御部６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客が着用している衣料品３１
を判別し、判別した衣料品に応じた前記肌画像を含む前記衣料品画像を生成しても良い。
本実施形態では、制御部６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客が着用している衣料
品３１のサイズが予め設定されたサイズよりも小さいか否かを判断する。そして、制御部
６０７は、選択した静止画１１１２内の顧客が着用している衣料品３１のサイズが予め設
定されたサイズよりも大きいと判断した場合には、肌画像レイヤ８０２に配置された肌画
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像（例えば、首や腕や足など肌画像）を大きくした衣料品画像を生成し、選択した静止画
１１１２内の顧客が着用している衣料品３１のサイズが予め設定されたサイズよりも小さ
いと判断した場合には、肌画像レイヤ８０２に配置された肌画像を小さくした衣料品画像
を生成する。
【００５９】
　次いで、制御部６０７（衣料品表示部）は、図１６に示すように、選択した静止画１１
１２に、生成した衣料品画像１６０２を重ね合わせた合成画像１６０１を含む操作画面１
４００を表示部６０４に表示する（ステップＳ１００９）。本実施形態では、制御部６０
７は、静止画１１１２に含まれる人物が着用している衣料品３１の部分に当該部分の表示
と異ならせる透過処理を施す。そして、制御部６０７は、透過処理を施した部分に、読み
出した衣料品画像１６０２を重ね合わせた合成画像１６０１を含む操作画面１４００を表
示部６０４に表示するものとする。
【００６０】
　図１７は、衣料品の登録処理を実行するための操作ボタンが表示された操作画面の一例
を示す図である。顧客が操作画面１４００に含まれる衣料品画像１６０２にタッチすると
、制御部６０７は、図１７に示すように、タッチされた衣料品画像１６０２に対応する衣
料品３１の商品名や単価等の商品情報１７０２や当該衣料品３１に対する各種処理を実行
するための操作ボタン１７０３などが表示されたポップアップ１７０１を含む操作画面１
７００を表示部６０４に表示する。
【００６１】
　そして、操作画面１７００において、商品（衣料品３１）の登録処理を実行するための
操作ボタン１７０３：「買物カゴ」がタッチされると、制御部６０７は、衣料品３１の商
品ＩＤを、顧客ファイルＦ４において顧客ＩＤと対応付けられた登録済み商品の商品ＩＤ
に追加して、衣料品３１の登録処理を実行する。
【００６２】
　図１８は、衣料品の登録処理の実行後に表示される操作画面の一例を示す図である。衣
料品３１の登録処理の実行後、制御部６０７は、図１８に示すように、顧客ファイルＦ４
において顧客ＩＤと対応付けられた登録済み商品の商品ＩＤにより特定される衣料品３１
の商品名や単価等の商品情報の一覧や、当該一覧に商品情報が表示された衣料品３１の購
入等の各種処理を実行するための操作ボタン１８０２などが表示されたポップアップ１８
０１を含む操作画面１８００を表示部６０４に表示する。
【００６３】
　このように本実施形態にかかる業務支援システム１１によれば、衣料品３１を着用した
顧客の静止画１１１２を選択し、選択した静止画１１１２内の顧客が着用中の衣料品３１
に変えて試着する衣料品３１を選択し、着用中の衣料品３１の丈が選択した衣料品３１の
丈よりも長いか否かを判断し、着用中の衣料品３１の丈が選択した衣料品３１の丈よりも
長いと判断した場合、選択した衣料品３１および当該衣料品３１から露出する顧客の肌画
像を含む衣料品画像１６０２を生成し、選択した静止画１１１２内の顧客に、生成した衣
料品画像１６０２を重ね合わせた合成画像１６０１を表示することにより、ズボンなど丈
の長い衣料品３１を着用した顧客の静止画１１１２に対して、スカートなど丈の短い衣料
品３１の衣料品画像１６０２を重ね合わせた合成画像１６０１を表示した場合に、スカー
トから露出する肌の部分を含んだ合成画像１６０１を表示できるので、購入を検討してい
るスカートを実際に着用したイメージを捉え易くすることができる。
【００６４】
　本実施形態のハンディーターミナル６０１で実行されるプログラムは、インストール可
能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）
、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Digital　Versatile　Disk）等のコンピュータで読み取り可能な記
録媒体に記録されて提供される。
【００６５】
　また、本実施形態のハンディーターミナル６０１で実行されるプログラムを、インター
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でダウンロードさせることにより提供するように構成しても良い。また、本実施形態のハ
ンディーターミナル６０１で実行されるプログラムをインターネット等の通信回線１５経
由で提供または配布するように構成しても良い。
【００６６】
　また、本実施形態のハンディーターミナル６０１で実行されるプログラムを、ＲＯＭ等
に予め組み込んで提供するように構成してもよい。
【００６７】
　本実施形態のハンディーターミナル６０１で実行されるプログラムは、上述した各部（
画像選択部、データ選択部、判断部、生成部、合成画像表示部）を含むモジュール構成と
なっており、実際のハードウェアとしてはＣＰＵ（プロセッサ）が上記記憶媒体から～プ
ログラムを読み出して実行することにより上記各部が主記憶装置上にロードされ、画像選
択部、データ選択部、判断部、生成部、合成画像表示部が主記憶装置上に生成されるよう
になっている。
【００６８】
　なお、本実施形態では、ハンディーターミナル６０１単体で上述した各部（画像選択部
、データ選択部、判断部、生成部、衣料品表示部）を含む業務支援システム１１（試着シ
ステム）を実現しているが、これに限定するものではなく、通信回線１５に接続された一
または複数のコンピュータ３０１で上述した各部（画像選択部、データ選択部、判断部、
生成部、衣料品表示部）を含む業務支援システム１１を実現しても良い。また、本実施形
態では、ハンディーターミナル６０１で上述した各部（画像選択部、データ選択部、判断
部、生成部、衣料品表示部）を含む業務支援システム１１（試着システム）を実現してい
るが、これに限定するものではなく、試着室２１に設置された試着室端末１０１において
、上述した各部（画像選択部、データ選択部、判断部、生成部、衣料品表示部）を含む業
務支援システム１１（試着システム）を実現しても良い。
【符号の説明】
【００６９】
　１１　業務支援システム
　１５　通信回線
　３１　衣料品
　３０１　コンピュータ
　６０１　ハンディーターミナル
　６０４　表示部
　６０６　記憶部
　６０７　制御部
　１１１２　静止画
　１６０１　合成画像
　１６０２　衣料品画像
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７０】
【特許文献１】特開２００５－１７４２０４公報
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